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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャーシ外装を構成するベース本体と蓋体と、
前記ベース本体にトラバースベースと、
前記トラバースベースにスピンドルモータとピックアップと、
前記トラバースベースを前記ベース本体側と前記蓋体側との間で変位させるカム機構と、
前記カム機構が設けられたメインスライダーとサブスライダーとカムレバーとを有し、
前記カムレバーに弾性部材を設け、
前記メインスライダーと前記サブスライダーは、前記スピンドルモータの側方に位置する
ように設け、前記メインスライダーを、前記カムレバーによって前記サブスライダーと連
結し、前記カムレバーは、前記メインスライダーの移動によって動作し、前記サブスライ
ダーを移動させることによって前記トラバースベースを変位させ、ディスクの再生時には
前記弾性部材が前記トラバースベースに当接し、前記トラバースベースの変位動作時には
前記弾性部材が前記トラバースベースから離間することを特徴とするスロットイン型ディ
スク装置。
【請求項２】
　前記カムレバーの回転軸が前記スピンドルモータの回転軸と平行であり、前記カムレバ
ーの回転によって、前記弾性部材が前記トラバースベースの側面に当接することを特徴と
する請求項１に記載のスロットイン型ディスク装置。
【請求項３】
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　前記弾性部材は、前記スピンドルモータを中心に前記ピックアップが稼動する反対側に
設けたことを特徴とする請求項１に記載のスロットイン型ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、ＣＤやＤＶＤなどのディスク状の記録媒体への記録、または再生を行うデ
ィスク装置に関し、特に外部からディスクを直接挿入し、または直接排出できるスロット
イン型ディスク装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のディスク装置は、トレイまたはターンテーブル上にディスクを載置し、このトレ
イやターンテーブルを装置本体内に装着するローディング方式が多く採用されているが、
このようなローディング方式では、トレイやターンテーブルが必要な分、ディスク装置本
体を薄型化するには限度があった。このため、最近では、ローディングモータによりレバ
ー等でディスクを直接操作するスロットイン型ディスク装置が存在する（例えば特許文献
１）。
　しかしこのようなスロットイン型ディスク装置では、ディスクをこのディスク装置に挿
入したり取り出したりする時に、トラバースベースに支持されたスピンドルモータを下降
させて、挿入のための一定のクリアランスを設ける必要があるため、トラバースベースの
昇降のための距離が装置の厚み方向に必要とされる。近年、パーソナルコンピュータの小
型化に伴い、ディスク装置も小型化、薄型化が求められており、スロットイン方式のディ
スク装置で薄型化を図る場合、トラバースベースの昇降のための距離を必要最小限に押さ
える必要がある。
　このような技術的課題に対して本発明者らは、スピンドルモータをトラバースベースに
対して、更に下方へ移動させることが可能な構成を既に提案している（特許文献２）。
【特許文献１】特開２００２－３５２４９８号公報
【特許文献２】特願２００４－２５７５６０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献２で提案した構成の場合、トラバースベースをベース本体側と蓋体側
との間で変位させるカム機構には、摩擦抵抗による動作不良を発生させないために、通常
クリアランスを設けている。
　カム機構に、このようなクリアランスを設けることで、トラバースの変位動作を確実に
行わせることができるが、特に偏重心が大きいディスクを高速回転させる場合には、この
カム機構のクリアランスによって、トラバースベースに微振動が発生し、ディスク読み取
りエラーが発生してしまうという課題がある。
【０００４】
　そこで本発明は、スロットイン型ディスク装置で、ディスク再生時のトラバースベース
の微振動の発生を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の本発明のスロットイン型ディスク装置は、シャーシ外装を構成するベー
ス本体と蓋体と、前記ベース本体にトラバースベースと、前記トラバースベースにスピン
ドルモータとピックアップと、前記トラバースベースを前記ベース本体側と前記蓋体側と
の間で変位させるカム機構と、前記カム機構が設けられたメインスライダーとサブスライ
ダーとカムレバーとを有し、前記カムレバーに弾性部材を設け、前記メインスライダーと
前記サブスライダーは、前記スピンドルモータの側方に位置するように設け、前記メイン
スライダーを、前記カムレバーによって前記サブスライダーと連結し、前記カムレバーは
、前記メインスライダーの移動によって動作し、前記サブスライダーを移動させることに
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よって前記トラバースベースを変位させ、ディスクの再生時には前記弾性部材が前記トラ
バースベースに当接し、前記トラバースベースの変位動作時には前記弾性部材が前記トラ
バースベースから離間することを特徴とする。
　請求項２記載の本発明は、請求項１に記載のスロットイン型ディスク装置において、前
記カムレバーの回転軸が前記スピンドルモータの回転軸と平行であり、前記カムレバーの
回転によって、前記弾性部材が前記トラバースベースの側面に当接することを特徴とする
。
　請求項３記載の本発明は、請求項１に記載のスロットイン型ディスク装置において、前
記弾性部材は、前記スピンドルモータを中心に前記ピックアップが稼動する反対側に設け
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、偏重心が大きいディスクを高速回転させた場合であっても、トラバー
スベースの微振動発生を無くし、安定してディスク読み取りを行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の第１の実施の形態によるスロットイン型ディスク装置は、シャーシ外装を構成
するベース本体と蓋体と、ベース本体にトラバースベースと、トラバースベースにスピン
ドルモータとピックアップと、トラバースベースをベース本体側と蓋体側との間で変位さ
せるカム機構と、カム機構が設けられたメインスライダーとサブスライダーとカムレバー
とを有し、カムレバーに弾性部材を設け、メインスライダーとサブスライダーは、スピン
ドルモータの側方に位置するように設け、メインスライダーを、カムレバーによってサブ
スライダーと連結し、カムレバーは、メインスライダーの移動によって動作し、サブスラ
イダーを移動させることによってトラバースベースを変位させ、ディスクの再生時には弾
性部材がトラバースベースに当接し、トラバースベースの変位動作時には弾性部材がトラ
バースベースから離間するものである。本実施の形態によれば、カムレバーの動作を利用
するために、ディスクの再生時にのみ弾性部材をトラバースに当接することができ、トラ
バースベースの再生時の微振動を防止することができるとともに、トラバースベースの変
位動作に影響を与えることがない。
　本発明の第２の実施の形態は、第１の実施の形態によるスロットイン型ディスク装置に
おいて、カムレバーの回転軸がスピンドルモータの回転軸と平行であり、カムレバーの回
転によって、弾性部材がトラバースベースの側面に当接するものである。本実施の形態に
よれば、トラバースベースの側面から弾性部材を当接させることで、カム機構に設けてい
るクリアランスに対して効果が高い。
　本発明の第３の実施の形態は、第１の実施の形態によるスロットイン型ディスク装置に
おいて、弾性部材をスピンドルモータを中心にピックアップが稼動する反対側に設けたも
のである。
【実施例】
【０００８】
　以下本発明の一実施例によるディスク装置について説明する。
　図１は本実施例によるディスク装置のベース本体の平面図である。
　本実施例によるディスク装置は、ベース本体と蓋体とからシャーシ外装が構成され、こ
のシャーシ外装のフロント面にベゼルが装着される。また本実施例によるディスク装置は
、ベゼルに設けたディスク挿入口からディスクを直接挿入するスロットイン型ディスク装
置である。
　図１に示すように、ディスクへの記録再生機能やディスクのローディング機能を行う各
部品は、ベース本体１０に装着される。
　ベース本体１０は、深底部１０Ａと浅底部１０Ｂが形成され、浅底部１０Ｂによってフ
ロント面からリア面に至るウイング部が形成されている。
　ベース本体１０のフロント側にはディスクを直接挿入するディスク挿入口１１を形成し
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、ベース本体１０のリア面の端部にはコネクタ１２を配設している。ベース本体１０のデ
ィスク挿入口１１側にはトラバースベース３０が配置され、ベース本体１０のコネクタ１
２側にはリアベース１３が配置されている。トラバースベース３０とリアベース１３とは
互いが重ならないように配置されている。リアベース１３のベース本体１０面側にはプリ
ント基板１４が設けられている。
【０００９】
　トラバースベース３０は、スピンドルモータ３１とピックアップ３２とピックアップ３
２を移動させる駆動手段３３とを保持している。スピンドルモータ３１はトラバースベー
ス３０の一端側に設けられ、ピックアップ３２はトラバースベース３０の一端側から他端
側までを移動可能に設けられている。またピックアップ３２は停止時にはトラバースベー
ス３０の他端側、すなわちベース本体１０の外周側に配置される。
　トラバースベース３０において、スピンドルモータ３１がベース本体１０の中央部に位
置し、またピックアップ３２の往復動範囲がスピンドルモータ３１よりもディスク挿入口
１１側に位置し、またピックアップ３２の往復移動方向がディスクの挿入方向と異なるよ
うに配設されている。ここで、ピックアップ３２の往復移動方向とディスクの挿入方向と
は、４５度の角度としている。
　トラバースベース３０は、一対のインシュレータ３４Ａ、３４Ｂによってベース本体１
０に支持されている。
　一対のインシュレータ３４Ａ、３４Ｂは、スピンドルモータ３１の位置よりもピックア
ップ３２の静止位置側に配設している。本実施例では、インシュレータ３４Ａはディスク
挿入口１１の内側近傍の一端側に、インシュレータ３４Ｂはディスク挿入口１１の内側近
傍の中央部に設けている。インシュレータ３４Ａ、３４Ｂは、弾性材料からなるダンパー
機構を備えている。トラバースベース３０は、インシュレータ３４Ａ、３４Ｂを支点とし
て、スピンドルモータ３１側をベース本体１０と近接離間させるように動作する。
【００１０】
　以下に、カム機構を備えたメインスライダー４０とサブスライダー５０について説明す
る。トラバースベース３０を変位させるカム機構は、メインスライダー４０とサブスライ
ダー５０にそれぞれ設けている。ここで、メインスライダー４０とサブスライダー５０と
は、スピンドルモータ３１の側方に位置するように配設されている。メインスライダー４
０は、その一端がシャーシ本体１０のフロント面側、その他端がシャーシ本体１０のリア
面側となる方向に配設されている。また、サブスライダー５０は、トラバースベース３０
とリアベース１３との間に、メインスライダー４０と直交する方向に配設されている。
　トラバースベース３０を変位させるカム機構は、第１のカム機構４１と第２のカム機構
５１によって構成される。第１のカム機構４１は、メインスライダー４０のスピンドルモ
ータ３１側の面に、第２のカム機構５１は、サブスライダー５０のスピンドルモータ３１
側の面にそれぞれ設けられている。
　なお、メインスライダー４０とトラバースベース３０との間にはベース部材１５が設け
られ、サブスライダー５０とトラバースベース３０との間にはベース部材１６が設けられ
ている。ここでベース部材１５とベース部材１６はベース本体１０に固定され、ベース部
材１５に設けた縦溝によってトラバースベース３０のカムピンを位置規制し、ベース部材
１６に設けた縦溝によってトラバースベース３０のカムピンを位置規制している。
【００１１】
　ここで、ベース部材１６とサブスライダー５０とは、第３のカム機構（図示せず）によ
って連結している。そしてこの第３のカム機構は、第２のカム機構５１によってトラバー
スベース３０をベース本体１０に対して離間する方向に移動させる時に、サブスライダー
５０をベース本体１０に対して離間する方向に移動させる機能を備えている。
【００１２】
　メインスライダー４０の一端側にはローディングモータ６０が配設されている。ローデ
ィングモータ６０の駆動軸とメインスライダー４０の一端側とは歯車機構６１を介して連
結されている。
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　このローディングモータ６０の駆動によってメインスライダー４０を長手方向に摺動さ
せることができる。またメインスライダー４０は、カムレバー７０によってサブスライダ
ー５０と連結している。
　カムレバー７０は、回動支点７１、ピン７２、ピン７３、及びピン７４を有している。
ピン７２、７３はメインスライダー４０の上面に設けたカム溝と係合し、ピン７４でサブ
スライダー５０の上面に設けたカム溝と係合し、カムレバー７０は、回動支点７１を軸と
して回動する。
　カムレバー７０は、回動支点７１とピン７４との間に弾性部材７５を設けている。この
弾性部材７５は、スピンドルモータ３１を中心にピックアップ３２が稼動する反対側に設
けている。サブスライダー５０の移動によってトラバースベース３０が変位動作している
時には、弾性部材７５はトラバースベース３０から離間している。
【００１３】
　以上説明した、コネクタ１２、トラバースベース３０、リアベース１３、プリント基板
１４、インシュレータ３４Ａ、３４Ｂ、メインスライダー４０、サブスライダー５０、及
びローディングモータ６０は、ベース本体１０の深底部１０Ａに設けられ、これらの部材
と蓋体との間に、ディスク挿入空間を形成する。
【００１４】
　次に、ディスクを挿入するときにディスクを支持するガイド部材と、ディスクを挿入す
るときに動作するレバー部材について説明する。
　図２はディスクを保持した状態を示す本装置の平面図である。
　深底部１０Ａのディスク挿入口１１近傍の一端側には、所定長さの第１のディスクガイ
ド１７が設けられている。この第１のディスクガイド１７は、ディスク挿入側から見た断
面が、「コ」の字状の溝を有している。この溝によってディスクは支持される。
　一方、ディスク挿入口１１側の浅底部１０Ｂには、引き込みレバー８０が設けられ、こ
の引き込みレバー８０の可動側端部に第２のディスクガイド８１を備えている。第２のデ
ィスクガイド８１は、円筒状のローラで構成され、引き込みレバー８０の可動側端部に回
動自在に設けられている。また、第２のディスクガイド８１のローラ外周には溝が形成さ
れ、この溝によってディスクは支持される。
　引き込みレバー８０は、可動側端部が固定側端部よりもディスク挿入口１１側で動作す
るように配置され、固定側端部に回動支点８２を有している。
【００１５】
　引き込みレバー８０は、サブレバー９０によって動作する。
　サブレバー９０は、可動側の一端に凸部９１を備え、他端側に回動支点９２を備えてい
る。サブレバー９０の凸部９１は、引き込みレバー８０の長溝内を摺動する。また、サブ
レバー９０の回動支点９２は、メインスライダー４０上に位置している。なお、回動支点
９２は、メインスライダー４０とは連動せず、ベース本体１０に固定されている。またサ
ブレバー９０の回動支点９２よりも凸部９１側の下面には、ピン９３を備えている。この
ピン９３は、メインスライダー４０の上面に設けられたカム溝内を摺動する。従って、サ
ブレバー９０は、メインスライダー４０の移動にともなって角度が変更され、このサブレ
バー９０の角度の変更によって引き込みレバー８０の旋回角度を変更する。すなわち、サ
ブレバー９０の動作によって、引き込みレバー８０の第２のディスクガイド８１がスピン
ドルモータ３１に近接離間するように動作する。
【００１６】
　ベース本体１０の引き込みレバー８０と異なる側部には、排出レバー１００が設けられ
ている。この排出レバー１００の一端側の可動側端部にはガイド１０１が設けられている
。また、排出レバー１００の他端側には、回動支点１０２が設けられている。また、排出
レバー１００の可動側端部には、ガイド１０１よりもリア面側に当接部１０３が設けられ
ている。また、排出レバー１００には、弾性体１０４が設けられている。この弾性体１０
４の一端は排出レバー１００に固定されており、他端はリアベース１３に固定されている
。当接部１０３は、リア面側に引き込まれた場合に、リアベース１３の当接部１３Ａと当
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接する。また排出レバー１００は、弾性体１０４の弾性力によってディスク挿入口１１側
に引き出される。なお、排出レバー１００は、リンクアーム１０５を介してメインスライ
ダー４０と連動して動作する。
　また、排出レバー１００と同じ側のベース本体１０の側部には、ガイドレバー１８０が
設けられている。ガイドレバー１８０は、リア面側を回動支点１８１とし、可動側にガイ
ド１８２を備えている。このガイドレバー１８０は、弾性体によってガイド１８２側がデ
ィスク側に突出するように付勢されている。また、このガイドレバー１８０は、リンクア
ーム１０５を介してメインスライダー４０と連動し、このメインスライダー４０の動きに
応じて、ガイド１８２側がディスクから離間するように動作する。
【００１７】
　ベース本体１０のリア面側には規制レバー１１０が設けられている。この規制レバー１
１０は、リア面側端部を回動支点１１１とし、可動側端部にガイド１１２を備えている。
この規制レバー１１０は、弾性体によってガイド１１２側が常にフロント側に突出するよ
うに付勢されている。また、この規制レバー１１０は所定位置でリミットスイッチを動作
させる。すなわち、ディスクが所定位置まで挿入されると、リミットスイッチがオフし、
ローディングモータ６０を駆動する。このローディングモータ６０の駆動によって、メイ
ンスライダー４０が摺動する。
　また、ベース本体１０のフロント側には、フロントガイダー２１が設けられている。フ
ロントガイダー２１は、ディスク挿入口１１の一端側であって、引き込みレバー８０とデ
ィスク挿入口１１との間に配置されている。またこのフロントガイダー２１は、ローディ
ングモータ６０や歯車機構、メインスライダー４０の一部を覆うように、これらの部材よ
りも蓋体側に設けられている。
【００１８】
　以下にカムレバーの動作について説明する。
　図３は図１の状態の要部斜視図、図４は図２の状態の要部斜視図である。
　ピン７３がメインスライダー４０のカム溝と係合している間は、カムレバー７０は回動
しない。この状態のカムレバー７０は図１及び図３の状態である。この状態はスタンバイ
状態である。ディスクがローディングされた後もしばらくはこの状態であり、トラバース
ベース３０はベース本体１０に近接した状態にある。
　ディスクの中心がスピンドルモータ３１の上方に位置したタイミングで、ピン７３はメ
インスライダー４０のカム溝から外れ、カムレバー７０は回動を始める。
　メインスライダー４０は、カムレバー７０のピン７２が摺動する溝を有し、カムレバー
７０の動作によって第１のカム機構４１をメインスライダー４０と同一の方向に移動させ
る。カムレバー７０の回動によって、サブスライダー５０を移動させ、サブスライダー５
０を移動させることによって第２のカム機構５１を動作させる。
　すなわち、カムレバー７０の回動によって、第１のカム機構４１及び第２のカム機構５
１は、所定距離だけ移動し、トラバースベース３０が変位動作する。
　このトラバースベース３０の変位動作の段階では、弾性部材７５はトラバースベース３
０から離間している。そしてチャッキング動作が終了した段階で、カムレバー７０の回動
は終了し、この終了時点、または終了の手前の状態で弾性部材７５はトラバースベース３
０に当接し、トラバースベース３０を側面から押圧することになる。
　図２及び図４では、弾性部材７５がトラバースベース３０に当接した状態を示している
。
【００１９】
　以上のように本実施例によれば、カムレバー７０の動作を利用するために、ディスクの
再生時にのみ弾性部材７５をトラバースベース３０に当接することができ、トラバースベ
ース３０の再生時の微振動を防止することができるとともに、トラバースベース３０の変
位動作に影響を与えることがない。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
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　本発明は、ＣＤ、ＤＶＤ等のディスク状記録媒体の記録または再生を行うディスク装置
において、ディスクを確実にスピンドルモータに装着させるためのトラバースベースの移
動を最小限に制限しても、ディスクの確実な自動装着操作が可能となるスペースを確保す
ることが可能となり、家庭用映像機器やコンピュータの周辺装置として用いられる薄型化
の必要なディスク装置に利用できる。 
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例によるディスク装置のベース本体の概略平面図
【図２】同ディスク装置のディスクを保持した状態を示す平面図
【図３】図１の要部斜視図
【図４】図２の要部斜視図
【符号の説明】
【００２２】
　１０　　ベース本体
　１１　　ディスク挿入口
　３０　　トラバースベース
　３１　　スピンドルモータ
　４０　　メインスライダー
　４１　　第１のカム機構
　５０　　サブスライダー
　５１　　第２のカム機構
　７０　　カムレバー
　７５　　弾性部材
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